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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○前回の記録と同程度もしくは上回った種目  

握力、長座体前屈 

 

○前回の記録より下回った種目  

上体起こし、反復横とび、20m シャトルラン、 

50ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ 

日常的に外遊びを推奨しており、多くの児童が休み時間に、

数種類のボールを使った運動をしていた。しかし、投力を含

む瞬発力や持久力に課題がある。 

 ○前回の記録と同程度もしくは上回った種目  

握力、上体起こし 

 

○前回の記録より下回った種目  

長座体前屈、反復横とび、20m シャトルラン、50ｍ走、 

立ち幅跳び、ソフトボール投げ 

多くの種目で全国平均を下回っていた。女子は、日常的な運動

時間が少ない傾向にあり、特に投力や瞬発力、持久力、柔軟性

に課題がある。 

 
・「運動やスポーツをすることは好き」と回答した

児童の割合  ＜R7 男子:90.0% 女子:84.0%＞ 

・「体育の授業では、進んで学習に参加している」と

回答した児童の割合 

＜R7 男子:89.3% 女子:88.0%＞ 

・「1 週間の総運動時間が 420 分以上」の児童の割合   

 ＜R7 男子：56.0％ 女子：40.0％＞ 

・「1 週間の総運動時間が 60 分未満」の児童の割合 

          ＜R7 男子：8.0％ 女子： 8.0％＞ 

運動への意欲は男女共に高い水準を維持しています

が、R6 から R7 にかけて「週 420 分以上」の運動層が男

女共に急減しており、運動習慣の二極化や不足が顕著

となった。特に女子の運動時間減少が目立ち、運動の

楽しさやよさを実感でき着るような授業や、授業外で

の機会確保が必要である。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

・ 各種出前授業等、ゲストティーチャーを依頼して、運動の楽しさを実感させ、指導の充実を図る。 

・ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用する。 

・ スキー学習での保護者サポーターによる学習サポーターを依頼する。 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

○子どもが運動の楽しさに触れられる

「課題探究的な学習」の推進 

・一人一人が運動に取り組める時間を

十分に確保し、運動の楽しさを実感

できるような授業の実践 

・課題を「自分ごと」として捉えられ

るような動機付けを行う。 

・スモールステップで「できた」とい

う喜びを実感できる練習方法を、選

択できるよう場の設定を工夫する。 

・一人一台端末を活用し、客観的に振

り返りながら課題を見付け、目標達

成に向けて取り組めるようにする。 

・一人一台端末を利用し、６年間の伸

びを記録カードに記入することによ

り自分の目標をもたせる。 

○健康に対する関心を向上させる取組 

・「学校保健安全計画」をもとにした指導

の充実を図る取組を行う。 

・養護教諭による「性に関する指導」の実

践 

・「人間尊重の教育」ガイドラインを活用

した取組の推進 

 

○食や健康に関する正しい知識と望ましい

生活習慣の定着 

・養護教諭や給食親学校の栄養教諭と連携

し、給食の時間や教科、特別活動の学習

で食と健康に関する基礎を培う。 

・「食に関する指導の手引き」の活用  

・安全指導の充実 

 

 

 

 

 

○三間（仲間、時間、空間）の創出による、

運動の機会の充実を図る取組 

・毎週水曜日の中休みに外遊びを実施 

・常設ドッジボールコートの設置 

・マット週間・跳び箱週間の実施 

・なわとびカードの推進 

・『ダンスを通じた運動機会の創出事業』へ

の参加を通した運動機会の充実 

 

○子どもによる運動機会を創出する取組の立

案、実現 

・児童委員会と連携したスポーツ大会の実施

（例：大縄大会、ドッチボール大会・ダンス  

コンテスト・全校おにごっこなど） 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 


